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★1日(木)～５日(月)は年始のため、
　30日(金)は館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

２０日

２１日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

1月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  １月１３日（火）
うさぎのおやこ　　　   １月２７日（火）

ピコタイム   毎週水曜日

パパのえほんタイム　  １月１０日（土）
エトワールの会　　　　１月２４日（土）

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎森に眠る魚/角田光代 ◎観月観世/曽野綾子 ◎太陽の坐る場所/

辻村深月 ◎ウェルカムトゥパールハーバー/西木正明 ◎キネマの

神様/原田マハ ◎哲学するってどんなこと？/篠原駿一郎 ◎告白女

/木村隆志 ◎パディトンベアと歩くロンドン ◎100歳になった介助

犬/藤原嗣治 ◎紅茶のすべてがわかる事典 ◎今どき儲かる商店街

/金子哲雄 ◎卒業式は真夜中に/赤川次郎 ◎宇宙人からの贈りも

の/橋幸夫 ◎真庭語/西尾維新 ◎殺人者は西に向かう/西村京太郎 

◎いのちのバトン/日野原重明 ◎革のバッグLesson1,2/江面旨美 

◎「自分ルール」でいこう！/のぶみ　ほか

◎VOICE/中島美嘉

◎スタジオジブリのうた

◎SUPERMARKET FANTASY/Mr.Children

◎Exile Ballade Best/EXILE

◎Love letter/大塚愛

◎circus/ブリトニー・スピアーズ

◎The Best of SUM41/SUM41　

心がほっこりあったか～くなる朗読を聞きに来ませ

んか？お気軽に足をお運びください。

1月18日(日)　午後2時～

生涯学習館　学習室１

「鬱金桜」瀬戸内寂聴/著

　　　　  読み手：高橋すみ子

「てぶくろをかいに」新美南吉/著　

　　　　 読み手：中村栄子

日 時

場 所

内 容

小さな冬の朗読会第８回

日　時　１月２４日(土)　午後２時～

場　所　生涯学習館　学習室１

課　題　「パパラギ　ツイアビ演説集」

　　　　　　　　　　  岡崎照男　訳

第27回読書会第27回読書会第27回読書会
1冊の本をベースに思ったことを楽しく語りましょう！

新たな参加者募集中です。

BOOK OF THE YEAR 2008BOOK OF THE YEAR 2008BOOK OF THE YEAR 2008
生涯学習館で2008年にたくさん読まれた本はこれです！！

1.女性の品格(坂東眞理子)

2.ナチュラルスタイルの私らしい暮らし

3.ダイイング・アイ(東野圭吾)

4.シンプルスープ100(瀬尾幸子)、

　流星の絆(東野圭吾)

   ひとり暮らしのかんたんレシピ(大庭英子)

5.朝がもっとラクになる

　おべんとう＆朝ごはん(検見崎聡美)

　フライパン1つですぐできごはん

　本の部門では東野圭吾作品と料理の本がダントツの人気でし
た。そして大変話題になった「女性の品格」が堂々の第1位！
　CＤ部門では新作からちょっと前の作品まで幅広いラインナップ
となりました。
　ただいま生涯学習館展示コーナーにて「わたしのBOOK OF THE 
YEAR ２００８」を募集しています。あなたが２００８年読んだ本でもっ
とも心に残ったものをぜひ教えてください！！

1．Ｒ３５(オムニバス)

2．SONGS(葉加瀬太郎)、ハチミツ(スピッツ)

3．イマージュ３、５２９６(コブクロ)

　BEST THE SINGLE COLLECTION(ZARD)

4．こどものうた～最新ヒット曲集～

 　バラッド77ー82(サザンオールスターズ)

5．自己ベスト(小田和正)

ＣＤ部門

…ほか1月上旬貸出開始予定！
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第１１回ＩＶＶオリンピアード

パフォーマンス発表、フリーマーケット
参加者募集

パフォーマンス発表、フリーマーケット
参加者募集

平成２１年５月１３日（水）～５月１７日（日）

ボランティア募集
「第１１回ＩＶＶオリンピアード」の競技運営等に参加・協力していただく

ボランティアを募集します。

ＩＶＶオリンピアードに関心がある方。ただし、中学生以下は除きます。

運営補助または通訳

　大会期間中、河口湖総合公園ステージでパフォーマンスを発表していただける団体を募集いたします。

興味のある方はぜひご連絡下さい。同時に、フリーマーケットの出店者も募集いたします。

　詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

富士河口湖町町民体育館内　ＩＶＶオリンピアード推進室　担当　土屋ひとみ

ＴＥＬ　７２－４７７２　　ＦＡＸ　７３－１２１７

ＵＲＬ  http://www.11th-ivv-olympiad.jp/　 E-mail  staff@11th-ivv-olympiad.jp

対 象 者

募集内容

応募・問合先

教育委員会　文化振興局からのお知らせ

平成20年度第2回梶原林作基金助成希望受付開始平成20年度第2回梶原林作基金助成希望受付開始

「梶原林作基金」とは、富士河口湖町地域づくりのために、町民の皆さん、または町に縁のある個

人及び団体が行う地域づくり事業に対し、助成を行う制度です。対象となる事業は以下の通りで

す。

　指定の申請書に必要事項を記入し、町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）まで直接お持ち

ください。（郵便その他の方法では受付できませんので、ご了承ください。）

※申請書は町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）にございます。ご希望の方はお問合せください。
　また、町のホームページでもダウンロードができます。

◎地域の文化振興に資する事業　　　　 　◎文化芸術の創作及び成果の発表等

◎活力ある地域づくりのための事業　　　  ◎個性豊で魅力のある地域づくりのための事業

平成２１年１月１９日（月）から２月１３日（金）まで

受付期間

申請方法

お問合せ先

助成までの流れ

申請書提出 助成金支出
〆切後、審査会を開催

（２月末を予定）

各個人、団体は

各事業を実施

実績報告書

提出

町教育委員会　文化振興局（河口湖ステラシアター内）　℡７２－５５７７　（火休）
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
共
に
支

え
、
助
け
合
う
仕
組
み
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
小
地
域

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
住
民
の

皆
様
と
と
も
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
年
に
一
度

『
高
齢
者
作
品
展
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
富
士
吉

田
市
を
主
催
地
と
し
て
、

２
月
２５
日(

水)

～
２７
日
（
金
）
に
、
富
士
吉
田

市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
６０
歳
以

上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　
出
品
の
申
込
み
は
、
１
月
２７
日
（
火
）
ま
で

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
所
属
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
へ
、
会
員
以
外
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局(
町
社
協
）
へ
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
出
品
種
目
、
作
品
規
格
な
ど
詳
細

が
あ
り
ま
す
。
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
７２
ー
１
４
３
０
）

　
６２
回
目
を
迎
え
た
赤
い
羽
根
募
金
、
歳
末

助
け
合
い
運
動
は
１２
月
末
日
ま
で
行
わ
れ
、

区
会
・
自
治
会
・
企
業
・
自
営
業
者
・
学
校
・
民

生
委
員
等
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１２
月
１４
日
（
日
）
に
勝
山
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

に
て
、
山
梨
県
郡
市

町
村
社
協
職
員
、
南

北
都
留
地
区
市
町

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

２
７
０
名
が｢

災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー｣

設
置
運

営
訓
練
に
参
加
し
、

当
町
が
大
規
模
災
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
定

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
後
に
全
国
か
ら
大
勢

の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と

を
想
定
し
、
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
戸
惑
う
こ

と
な
く
、
円
滑
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
支
援
し
よ
う
と
、
被
災
地
外
か
ら
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
勝
手
に
救
援
活
動
を
始
め
た

ら
、
被
災
地
は
車
両
や
活
動
を
探
す
人
た
ち

で
混
乱
し
、
救
急
、
救
援
、
復
旧
車
両
等
の
混

乱
、
注
目
さ
れ
る
場
所
だ
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
り
、
す
べ
て
に

救
援
の
手
が
届
か
な

い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
整
然

と
被
災
地
内
、
さ
ら
に

活
動
先
に
誘
導
し
た

り
、ニ
ー
ズ
を
確
実
に
把
握
し
、
そ
れ
に
応
え

る
た
め
体
制
を
整
備
し
、
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
円
滑
に
展
開
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
１２
月
１８
日
（
木
）
に
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
て
、
障
害
者
福
祉
会
、
心
身
障
害
児
を
守

る
父
母
の
会
、
障
害
者
に
関
わ
っ
て
い
る
各
サ

ー
ク
ル
、
民
生
委
員
等
、
１
２
４
名
が
参
加

し
、｢

心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い｣

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
障
害

者
制
度
の
説
明
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
、
午

後
か
ら
は
、「
童
謡
と

唱
歌
の
会
」
と
一
緒

（
手
話
通
訳
者
に
よ

る
手
話
を
交
え
て
）
に

楽
し
く
歌
い
交
流
し

ま
し
た
。

富
士
北
麓
・
東
部
地
域 

　
　
　
　
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
・
東
部
地
域 

　
　
　
　
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
・
東
部
地
域 

　
　
　
　
高
齢
者
作
品
展

６０
歳
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
、

　
　
　
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す

赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
運
動
の

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

　
　
設
置
運
営
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た

★
災
害
救
援

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
っ
て

「
心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
」
が

　
　
　
　
　
　 

開
催
さ
れ
ま
し
た

行政相談・心配ごと相談日

1月20日(火)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に

な
り
ま
し
た
。

　
1
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、1
月
１９
日
（
月
）

ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２
３
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
1
人
２０
分

間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後 １時～ ３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

1
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
1
月
20
日
（
火
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室
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勝
山
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
　
ロ
ー
タ
ス
よ
り
お
知
ら
せ

み
そ
づ
く
り
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
サ
ロ
ン
in
Q
|

s
t
a
「
お
店
で
ふ
わ
っ
と
」

富
士
北
稜
高
校
生
徒
発
表
会

河
口
湖
Ｖ
e
r
y
s
女
子
新
入
部
員
募
集

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝

　
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
（
和
紙
を
使
っ
た
小
物
づ
く
り
）

募

集

　
冬
の
寒
い
時
期
に
、
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）

を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
的
な
礼
儀
、
厳
し
さ
又
、
何

事
に
も
「
が
ん
ば
れ
る
子
供
」
、「
我
慢
で
き
る
子
供
」
を
育

て
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト

ー
で
す
。

■
練
習
期
間
　
１
月
～
２
月
　
氷
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
（
午
後
5
時
30
分
～
7
時
）

■
場
　
所
　
セ
イ
コ
・
オ
ー
バ
ル
（
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
１
月
か
ら
２
月
末
に
か
け
て
大
会
あ
り
。

■
指
導
者
　
３
名

■
部
員
数
　
勝
山
小
３
名
、
小
立
小
１
名
、
船
津
小
２
名

　
　
　
　
　 

計
6
名

※
見
学
で
も
構
い
ま
せ
ん
、ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先
　
勝
山
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
長
　

　
　
　
　
　
　
堀
内
祐
司
　
℡
83
‐
２
３
４
８

　
　
　
　
　
事
務
局
　
堀
内
春
江
　

　
　
　
　
　
　
℡
0
9
0-

8
0
4
2-

4
1
7
5

　
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
楽
し
く
一
緒
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日
　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
午
後
５
時
～
８
時
）

　
　
　
　
　
毎
週
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

■
場
　
所
　
大
石
小
学
校
体
育
館

※
技
能
や
体
力
を
養
う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

　
を
味
わ
い
、
自
立
心
、
積
極
性
、
思
い
や
り
、
あ
い
さ
つ

　
な
ど
、
基
本
的
な
態
度
を
養
う
ク
ラ
ブ
で
す
。
お
子
様

　
と
一
緒
に
体
験
に
来
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
諏
訪
田
：
℡
76
‐
７
６
３
３

●
参
加
者
募
集
●

　
先
生
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
か
ら
で
も

参
加
可
能
で
す
。
皆
で
楽
し
く
、
健
康
な
身
体
作
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階
和
室

■
講
　
師
　
岩
間
佳
織
先
生

■
会
　
費
　
１
回
1
0
0
0
円

■
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
長
め
の
タ
オ
ル
、5
本
指
ソ
ッ
ク
ス

■
お
問
合
せ
　
足
和
田
地
区
公
民
館
　
℡
82-

2
3
1
1

　
町
の
仲
間
た
ち
で
大
豆
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
無
農
薬
無
化
学
肥
料
で
育
て
て
み
ま
し
た
。
麹
も
地

元
産
、
歴
史
あ
る
蔵
元
の
貴
重
な
麹
で
す
。
是
非
、
遊
び
に

来
て
下
さ
い

■
日
時
と
内
容
　

　
１
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
（
4
～
5
時
間
）

　
　
・
大
豆
を
煮
て
い
ま
す
。

　
１
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　
　
・
み
そ
づ
く
り
（
麹
、
大
豆
、
塩
を
あ
わ
せ
て
い
き
ま

　
　
　
す
）
　
　
　
　
　
　

■
場
　
所
　
西
湖
い
や
し
の
里
・
根
場
「
く
つ
ろ
ぎ
館
」

●
問
合
先
　
水
越
　
℡
76
‐
５
５
６
１

　
石
こ
ろ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
１
月
24
日(

土)

　
み
か
ん

　
　
　
　
　
１
月
25
日
（
日
）
　
玉
ね
ぎ

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
５
０
０
円

　
　
　
　
　
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名
（
予
約
優
先
）

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

　
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
健
康
相

談
・
育
児
相
談
・
マ
マ
友
達
を
作
り
た
い
方
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
乳
幼
児
の
身
長
、
体
重
測
定
が
で
き

ま
す
。30
分
無
料
託
児
も
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
１
月
21
日
（
水
）・
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
無
料
）

■
場
　
所
　
富
士
急
百
貨
店
・
Ｑ-

s
t
a
４
階

●
連
絡
先
　
子
育
て
ふ
ぁ
ん
は
う
す
　
ふ
わ
っ
と

　
　
　
　
　
　
℡
23
‐
３
２
３
６
（
渡
辺
）

※
山
梨
県
委
託
事
業

＝
文
化
部
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝

■
日
　
時
　
１
月
21
日
（
水
）
～
27
日
（
火
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル

　
美
術
部
・
建
築
研
究
部
・
華
道
部
・
書
道
同
好
会
作
品
展

　
示
、自
然
科
学
研
究
同
好
会
研
究
内
容
展
示
、

　
学
校
紹
介
・
各
系
列
Ｐ
Ｒ
・
生
徒
会
活
動
Ｐ
Ｒ
パ
ネ
ル

　
展
示
、

　
吹
奏
楽
部
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
茶
道
部
お
茶
会
、
放
送

　
部
制
　
作
番
組
放
映

＝
生
徒
発
表
会
＝

■
日
　
時
　
２
月
７
日
（
土
）12
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
大
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
　
　
　
・
各
系
列
の
生
徒
の
研
究
発
表
、
放
送
部

　
　
　
　
　 

　
発
表
・
吹
奏
楽
部
演
奏

　
　
　
　
　
2
階
ロ
ビ
ー
で
の
展
示
発
表

　
　
　
　
　
・
系
列
展
示
、
部
活
動
展
示

こ
う
じ
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「
合
同
企
業
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　
　
　
　
南
都
留
学
院
「
学
生
募
集
」

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下

９
学
園
に
集
う
仲
間
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
・
日
本

の
心
・
現
在
社
会
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
40
名

■
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
健

　
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方

■
修
業
年
限
　
２
ケ
年

■
募
集
期
間
　
１
月
19
日
（
月
）
～
３
月
19
日
（
木
）

■
学
費
な
ど
　
年
間
基
本
学
習
費
５
千
円
、
そ
の
他
で
計

　
　
　
　
　
　
５
６
５
０
円
。

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
・
東
部
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
４
５
‐
７
８
２
１

　■
日
　
時
　
２
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

■
内
　
容
　
参
加
企
業
に
よ
る
参
加
者
に
対
す
る
個
別

　
　
　
　
　
企
業
紹
介
及
び
面
談

■
対
象
者
　
参
加
企
業
へ
の
就
労
に
関
心
の
あ
る
社
会

　
　
　
　
　
人
及
び
学
生
（
但
し
、
高
卒
予
定
者
は
除
く
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
役
所
商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
３
‐
７
０
５
３

平
成
20
年
度
の
最
低
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
○
地
域
別
最
低
賃
金

　
○
山
梨
県
最
低
賃
金
　
１
時
間
　
６
７
６
円

　
○
10
月
25
日
か
ら
適
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
○
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　
○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、電
気
機
械
器
具
、

　
　
情
報
通
信
機
械
機
器
製
造
業
　

　
　
　
１
時
間
　
７
７
９
円

　
○
12
月
26
日
か
ら
適
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
　
１
時
間
７
８
８
円

　
　
12
月
25
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
労
働
局
・
賃
金
室

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
2
5-

2
8
5
4
）

　
今
般
、
与
党
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
定
額
給
付
金
」
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
様
へ
の
ご
連
絡
や
給
付
を
行
う
段

階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
給
付
の
方
法
等
が
決
ま

り
次
第
、
速
や
か
に
広
報
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
定
額
給
付
金
」
に
関
し
て

●
町
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ(

銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

　
の
現
金
自
動
預
払
機)

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

　
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り

　
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
町
や
総
務
省
な
ど
が
、「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め

　
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

　
り
ま
せ
ん
。

●
現
時
点
で
、
町
や
総
務
省
な
ど
が
住
民
の
皆
様
の
世
帯

　
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会

　
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
町
や
総
務
省
な
ど
を
か
た
っ

た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
町
役

場
や
富
士
吉
田
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

[過去に起きた富士山噴火]
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管理課　防災係 ℡ ７２-６０１３

 　過去において、富士山はどのくらい噴火したと思いますか？

８世紀以降少なくても１０回の噴火が記録されています。その中でも大規模な噴火として、具体的な記録も多いのが、

平安時代に起きた貞観噴火(８６４年)と、江戸時代の宝永噴火(１７０７年)です。

　貞観噴火は、富士山北西麓の一合目から二合目付近にかけて、数箇所から溶岩流が流れ出た噴火です。この溶岩

流が２ヶ月以上にも渡って流れ出ました。「青木ヶ原樹海」は、この貞観噴火で流れ出

た溶岩の上に発達した大森林です。かなりの広範囲に溶岩が流れ出たことがわかりま

す。また、貞観噴火以前は精進湖と西湖は一つにつながっていて「せのうみ」と呼ばれ

る巨大な湖でした。大量な溶岩流はこの「せのうみ」に流れ込み、そのほとんどを埋め

尽くしてしまいました。そして、溶岩流の埋め込みからまぬがれた部分が今の「西湖」

と「精進湖」なのです。また本栖湖の東側の一部も溶岩流で埋め尽くされており、西湖

と精進湖とともにこの貞観噴火による溶岩流のあとを見ることができます。
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河
口
湖
南
岸
水
田
発
祥
の
地
の
碑
に
つ
い
て

　
「
か
つ
や
ま
道
の
駅
」
前
の
小
海
公
園
の
片
隅
に
、
水
田
発

祥
の
地
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
小
海
土
地
改
良
組
合
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
設
立
、

田
畑
の
改
良
を
経
て
昭
和
二
十
九
年
の
春
、
田
植
え
、
秋
に

は
、
初
め
て
の
米
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」（
要
約
）

　
つ
ま
り
こ
れ
は
、
土
地
を
改
良
し
て
米
作
り
に
成
功
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
勝
山
地
区
は
、
元
来
、
火
山
灰
土
の
水
持

ち
の
わ
る
い
稲
作
に
適
さ
な
い
や
せ
た
土
地
、
し
か
も
、
高

冷
地
、
栗
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
麦
、
馬
鈴
薯
等
の
雑
穀
類

の
み
の
収
穫
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
河
口
湖
の
水
を
揚
げ
て

の
稲
作
の
成
功
に
よ
り
、
勝
山
地
区
の
全
耕
地
約
六
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
、
水
田
化
さ
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
小
海
地
区
の
稲

作
の
成
功
に
よ
っ

て
、
勝
山
地
区
は
、

土
地
改
良
事
業
を

起
こ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
最
初
、
隣
接
地

の
大
嵐
地
区
を
含

め
た
計
画
も
考
え

ら
れ
た
そ
う
で
す

が
、
分
担
金
な
ど

話
し
合
い
の
決
着

が
つ
か
ず
勝
山
地

区
の
み
の
計
画
と

な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
工
事
に
着
手
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
番
の
難
題

は
、
工
事
費
の
捻
出
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
結
局
、
農
林
漁
業
資
金
の
借
入

を
主
な
資
金
と
し
て
、
そ
の
他
、
個
人
的
に
も
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
、
借
入
に
努
力
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
特
に
役
員

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
重
大
な
決
意
の
元
、
自
分
の

大
切
な
土
地
、
家
屋
ま
で
も
担
保
に
し
て
借
入
を
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
命
懸
け
の
事
業
だ
っ
た
こ
と
に

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
事
に
は
、
農
林
省
か
ら
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
借
用
、
及
び

自
衛
隊
の
協
力
に
よ
る
整
地
作
業
、
標
準
区
画
を
八
畝
割
り

に
し
て
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を
付

け
、
工
事
に
七
年
を
か
け
て
、
昭
和
三
十
三
年
に
初
め
て
、
田

植
え
に
成
功
し
、そ
の
秋
黄
金
色
に
輝
い
た
稲
穂
に
人
々
は
、

思
わ
ず
涙
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
収
穫
は
、

多
分
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
血
と
汗
の
結

晶
が
、
こ
こ
に
実
現
し
、
米
作
り
の
夢
が
か
な
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
稲
作
の
国
の
減
反
政
策
が

実
施
さ
れ
、
土
地
改
良
区
も
昭
和
五
十
五
年
に
換
地
処
分
が

完
了
し
た
時
点
で
、
水
田
耕
作
推
進
協
議
会
も
平
成
元
年
に

解
散
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
土
地
改
良
区
も
、
産
業
と
観
光
の
発
展
に
と
も

な
い
自
動
車
社
会
等
の
到
来
に
よ
り
道
路
拡
幅
の
要
望
が

多
く
、
道
路
整
備
の
必
要
が
急
務
と
な
り
土
地
改
良
区
内
の

道
路
拡
幅
と
合
わ
せ
て
上
水
道
と
下
水
道
が
完
備
さ
れ
、
宅

地
化
へ
そ
の
姿
を
か
え
、
発
展
し
て
い
ま
す
。
新
築
の
住
宅

が
次
々
に
建
設
さ
れ
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よ
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り
、
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の
変
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に

多
分
先
人
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ち
も
驚
い
て
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。
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員
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出
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お
子
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【
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月
22
日
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で
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第１０回富士山写真大賞展が

　　　３月２９日まで開催されています！

　今回で１０回目になる「富士山写真大賞」には、北は北海道、

南は鹿児島県までの全国３０都道府県から１,３９１点（応募人数

４３３人）の作品が寄せられ、ほぼ前回並みの出展をいただきま

した。今回の企画展では、１４歳から８６歳までの幅広い方の中

から入選した１００点と、番外編の３０点の作品を展示していま

す。撮影者のそれぞれの視点から浮かび上がった、様々な富

士の姿をご覧下さい。

　また、河口湖美術館では、「ジュニアギャラリー２００８」と題し、1月1日から３月１１日まで、町内の子どもたち

の作品を展示しています。こちらの方も併せてご覧下さい。

金賞　「桜と円舞（さくらとワルツ）」　落合 正和（静岡県）

銀賞　「残月の稜線」　　　　　　　　島田 　穣（埼玉県）

銅賞　「光芒」　　　　　　　　　　　緒方 祥一（愛知県）

　入選　「朝日に輝く岩」　 　　　中井義寛（東京都県）

　　　　「光跡」　　　　　　　　中川幸一（栃木県）

　　　　「白鳥と富士山」　　　　新田七郎（埼玉県）

　　　　「虹と花園」　　　　　　古川よし子（静岡県）

　　　　「つるし雲（妖雲）」　　　馬淵信義（岐阜県）

　　　　「湘南海よりメッセージ」  山崎俊昭（神奈川県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他９１点

ジュニアギャラリー展も開催してます！

保育園児・幼稚園児 １月 １ 日～１月 ７日

１月 ９ 日～１月１４日

１月１６日～１月２１日

１月２３日～１月２８日

１月３０日～２月 ４日

２月 ６ 日～２月１１日

２月１３日～２月１８日

２月２０日～２月２５日

２月２７日～３月 ４日

３月 ６ 日～３月１１日

６５名 小学４年生

中学２年生

小学２年生

中学１年生

小学１年生

３６名

５１名

６４名

５３名

５９名

５８名

５１名

６４名

５８名

中学３年生
ふじざくら高等部

小学６年生

小学３年生

小学５年生

金賞　「桜と円舞（さくらとワルツ）」

銀賞　「残月の稜線」

銅賞　「光芒」

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

人口

男

女

世帯

　　25,912人
(＋22)

 12,739人
(＋3)

 13,173人
　(＋19)

 8,979  
(＋3)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

12月1日現在の
人口・世帯

日 
 
 

時
　
2
月
10
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
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ら
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後
４
時

場 
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湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
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会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
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1
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会
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険
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と
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促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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２４

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

あなたのとっておきの「お宝」を鑑定してもらいませんか。

時代、ジャンルは問いません。これはという「お宝」を是非ご応募ください。

あなたのとっておきの「お宝」を鑑定してもらいませんか。

時代、ジャンルは問いません。これはという「お宝」を是非ご応募ください。

美術品から、お菓子のオマケやおもちゃまで
「なんでも」ご応募ください。

美術品から、お菓子のオマケやおもちゃまで
「なんでも」ご応募ください。

●開催日（予定）

●場　所（予定）/勝山さくやホール

●時　間（予定）/開場　午後１２時　開演　午後1時

401-0301

往信

南都留郡

富士河口湖町船津１７００

町役場企画課

「出張！何でも鑑定団

　　  in富士河口湖町」

　　　　　　　観覧係

※ここは白紙の
　ままで

返信

観覧希望者の
　
郵便番号

住所

氏名

　「出張！鑑定団

　　　　観覧希望」

　観覧希望者の

　　住所
　
　　氏名　

　　電話番号

□□□□□□□

●応募締切日/平成２１年４月２７日（月）当日消印有効

●抽選結果発表/平成２１年５月上旬（往復ハガキにて）

お問い合わせ

町役場企画課地域情報担当
TEL　７２－６０２３

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

※「鑑定出場申込書」は、町役場、各出張所などに置いてあります。

申込書に必要事項をご記入の上、鑑定品の写真を添付し、

下記の受付まで郵送または持参して下さい。

※お一人様何点でもご応募できます。

　（申込書は鑑定依頼品１点につき１枚必要です。）

※収録予定の平成２１年５月３１日(日)に出場可能な方に

　限ります。

※古物売買免許のある方は、ご遠慮いただきます。

※ご応募いただいた申込書類・写真は返却いたしません

　ので、ご了承ください。

①全体像がわかる写真

②主要な部分（絵柄や文字等）のアップ写真

③銘や落款などの写真

　上記３点以上の写真を添付してください。

平成２１年３月３０日（金）必着

テレビ東京の番組スタッフが応募書類を詳細に検討し　　　

て選考いたします。

※選考の途中経過に関しましては一切お答えできません。

採用の可能性がある方にはテレビ東京の番組スタッフ

から直接連絡があります。

（連絡がない場合は不採用となり鑑定いたしません。)

〒４０１－０３０１  富士河口湖町船津１７００

　　　　　　 町役場企画課

　　　 「出張！なんでも鑑定団in富士河口湖町」お宝係

観覧ご希望の方は、往復はがきに必要事項
を記入の上、ご応募下さい。
応募者多数の場合は抽選となります。
当選したハガキ１枚につき１名まで入場で
きます。
※往復ハガキ以外でのご応募は無効となります。

●応募方法（往復ハガキの記入要領）

応募方法

添付写真

応募締切

選考方法

発　　表

受　　付

平成２１年5月31日（日）


